
他者や社会との関係性を深く見

つめ、主体的に関わろうとする

姿勢を持ち、協働や対話に積極

的である。

多様性や社会課題について多面

的に考察し、自らの価値観とし

て整理し、言葉で表現できる。

学びを自己の生き方や社会との

関わりに結びつけ、行動の意味

を内省し、将来につなげてい

る。

他者の立場や思いに配慮し

ながら関わることができ、

対話や協働に前向きに取り

組んでいる。

社会課題に関心を持ち、自

分の考えを形成しようとし

ている。

学びを生活や社会と結びつ

けようとし、自分なりの行

動 や 考 え を ふ り 返 っ て い

る。

他者や社会の問題に目を向

け、関わろうとする姿勢が

見られる。

多様な考えや社会の課題に

ふれ、自分なりに理解しよ

うとしている。

学びから得た気づきを大切

にし、自分の行動や選択に

少しずつ反映させようとし

ている。

感性 理性 行動（自分事として）

礎(自分)

究 (社会)

活(他者)



社会課題や他者の立場に深

く共感し、自ら社会の一員

として主体的に関わろうと

している。

社会構造や多様性の背景を

深く理解し、自分の価値観

として整理し表現できる。

学びを生活や行動に活か

し、社会貢献の意味を自ら

の生き方として捉えてい

る。

社会的なテーマに関心を持

ち、他者の視点や思いを理

解しようとしている。

社会課題や多様な立場につ

いて考え、自分の考えを言

葉にしようとしている。

自分にできることを考え、

学びの意味を振り返りなが

ら行動を模索している。

A1 B1 C1

社会や他者に目を向け、関

心を持とうとする姿勢が見

られる。

自分とは異なる考え方や背

景にふれ、自分なりに理解

しようとする姿勢がある。

学びを通して気づいたこと

を大切にし、生活に活かそ

うとしている。

感性 理性 行動（自分事として）

礎(自分)

究 (社会)

活(他者)



多様な立場の声に耳を傾

け、対話を通じて他者との

関係性をより良くしようと

積極的に関わっている。

社会にある対立やジレンマ

の背景を深く捉え、自分の

価値観や判断基準を明確に

説明できる。

ドン・ボスコの生き方を自

らの行動に結びつけ、社会

との関わり方を主体的に探

究している。

A2 B2 C2

異なる考えに理解を示しな

がら、対話や協働に前向き

に取り組んでいる。

立場や価値観の違いを考え

ながら、自分の意見を整理

しようとしている。

学びを自分に引き寄せて考

え、自分にできる社会貢献

のかたちを模索している。

A1 B1 C1

他者の思いや言葉に耳を傾

け、関わろうとする姿勢が

見られる。

正しさややさしさについ

て、自分なりの視点を持と

うとしている。

ドン・ボスコの生き方にふ

れ、自分の行動を見つめ直

そうとしている。

感性 理性 行動（自分事として）

礎(自分)

究 (社会)

活(他者)



自他の違いを尊重し、学ん

だことを生かして他者や社

会とのつながりをよりよく

築こうとしている。

年間の学びを通して得た気
づきや問いをもとに、自分
の価値観や社会観を明確に
言語化できる。

自らの行動を省みながら、

今後の生き方や社会貢献の

あり方を主体的に考え、次

の行動につなげている。

他者との関わりの中で、自

分にできる関わり方を考え

ながら表現しようとしてい

る。

自分の価値観や社会とのつ

ながりについて振り返り、

考えをまとめようとしてい

る。

自 分 の 思 い や 学 び を も と

に、行動の意味や社会との

関わり方を整理し始めてい

る。

A1 B1 C1

他者とのつながりや社会の

中での自分の役割について

関心を持ち始めている。

こ れ ま で の 学 び を ふ り 返

り、自分なりに印象に残っ

たことを振り返ろうとして

いる。

自 分 の 成 ⾧ や 変 化 に 気 づ

き、それを生活や将来に生

かそうとする姿勢が見られ

る。

感性 理性 行動（自分事として）

礎(自分)

究 (社会)

活(他者)


